
都市ヴィジョンの実現

Ⅰ　ヴィジョン１　『こども夢・チャレンジ№１都市』  

頁 予算額(千円)

拡
充 * 小・中学校特別教室空調機設置事業 544,335

拡
充 * 小・中学校トイレ改修事業 388,275

新 * 校内通信ネットワーク整備事業 256,660

拡
充

68 子育て世代包括支援センター運営事業 175,496
[新]

70 （仮称）こども未来館施設整備事業 1,337,993

拡
充

122 英語活動教育推進事業 61,537 [拡]

124 小牧南小学校改築事業 1,264,310

新 126 青年の家施設整備事業 56,550

Ⅱ　ヴィジョン２　『健康・支え合い循環都市』

頁 予算額

76 地域協議会設立推進・活動支援事業 41,350

新 96 高齢者後付け急発進等抑制装置設置補助事業 15,600

拡
充

98 多文化共生推進事業 35,173 [新]

新 100 救急隊用多言語音声翻訳アプリ導入事業 682

新 111 認知症高齢者等個人賠償責任保険事業 1,000

112 （仮称）第３老人福祉センター建設事業 76,479

拡
充

118 子ども医療費入院費助成事業 12,000

Ⅲ　ヴィジョン３ 『魅力・活力創造都市』

頁 予算額

82 小牧駅周辺整備事業 393,885

83 図書館施設建設事業 3,858,322

市営駐車場施設整備事業 707,305
[新]

市営駐車場施設管理事業 211,098
[新]

新 132 パラリンピック採火式関連事業 4,015

新 134 中部フィルハーモニー交響楽団補助事業 11,000

新 137 郷土資料デジタル化事業 1,748

拡
充

142 姉妹都市・友好都市交流事業 20,740
[新]

144 （仮称）農業公園整備事業 7,400

拡
充

155 こまき巡回バス運行事業 402,036

拡
充

165 空家等対策推進事業 10,833
[新]
[新]

Ⅳ　行政改革と市民サービスの向上

頁 予算額

拡
充

104 ごみ分別簡素化・資源化促進事業 109,165
[新]

拡
充

173 窓口業務拡充事業 13,000
[拡]

[新]

拡
充

174 マイナンバーカード交付促進事業 68,954
[拡]
[新]

新 176 業務改善事業 4,160

新 177 ＡＩ－ＯＣＲ及びＲＰＡ導入事業 15,018

新 179 納税推進事業（ＰａｙＢ導入事業） 400

＊については、国の経済対策により、令和元年度３月補正で計上する事業です。

・定型処理でかつ専門知識を求めない業務に導入し、自動化により効率化
　初年度は、５業務＋アンケート調査集計業務に導入

・スマートフォン決済アプリ「ＰａｙＢ」を使った市税等の納付を開始

事    業 備        考

・剪定枝類、雑がみの資源化促進
・区のごみ集積場での古紙・古布類の集団回収
・スプレー缶類の排出方法を見直し（穴開け不要）

・味岡支所、北里支所業務拡充（国民健康保険、子ども医療、後期高齢者医療制度、国民年金、
　児童手当に関する受付と交付業務）※令和2年10月～　篠岡支所は平成30年10月から実施済
・死亡に伴う各種手続きを行うワンストップ窓口の設置　※令和2年8月～試行、10月～本格実施

・業務の棚卸しを行い、業務プロセス・手順の見直し、ICTの活用を推進

・本庁舎１階フロアに申請受付専用ブースを設置、マイキーＩＤの設定支援を実施など窓口体制の拡充
・市内企業等へ出張し申請を受付

・令和２年１２月にルート・ダイヤの再編（市内全域１９コース⇒２３コース）

・空家等対策計画の改定
・木造の老朽空き家及び危険空き家を除却する工事費の一部を補助
　補助額：補助対象経費の１／２、上限額２０万円

拡
充

150

・新図書館の建設にあわせ、地下に市営駐車場を建設
・ラピオ地下駐車場の出口精算無人化、小牧駅地下駐車場の車両在否センサーの整備等

・ラピオ地下、浦田、小牧駅地下駐車場及び新図書館の地下駐車場の管理
・小牧駅周辺の市営駐車場の満空情報を市ホームページ等で提供するための環境整備

・令和２年８月１６日（日）パークアリーナ小牧で採火式、パラリンピック競技種目の体験会を開催

・地域に根差したトップクラスのオーケストラを目指した取組を支援

・小牧の郷土史家・津田応助の収集した「象山文庫」など約100タイトルをデジタル化

・姉妹都市米国ミシガン州ワイアンドット市との中学生の相互交流等
・新たな友好都市である米国ワシントン州グラント郡への親善訪問、中学生の相互交流

・基本設計（令和５年度一部供用開始予定）

事   業 備        考

・駅西駅前広場　　：整備工事
・小牧駅地下駐車場：エレベーター設置工事
・市道小牧駅西線　：道路整備工事　など

・地域助け合い交付金、市職員による地域パートナー制度などで設立の推進、活動支援
・全16小学校区のうち11小学校区で設立済

・６５歳以上の市民が運転する車両に後付けの急発進等抑制装置を設置する費用の一部を補助
　補助額：対象経費の４／５
　上限額：障害物検知機能付き　３２,０００円  障害物検知機能なし　１６,０００円

・多文化共生推進プランの改定
・外国語版生活情報誌にベトナム語を追加
・日本語教室の新たな講師を養成し、日本語教室のクラス編成を見直し（小牧市国際交流協会の運営支援）

・救急自動車にタブレット型端末を配備し、救急隊用多言語音声翻訳アプリを導入

・認知症高齢者等の事故等による賠償責任を補償する保険に市が全額負担して加入

・令和２年度末の開館を目指し、建設工事、開館準備

事   業 備        考

令和２年度予算案　新規・拡充等の主な事業一覧（一部３月補正での前倒し対応含む）

事   業 備        考

【令和元年度３月補正予算計上】
・令和２年度に中学校特別教室への空調機設置工事

【令和元年度３月補正予算計上】
・令和２年度に小学校５校、中学校２校のトイレ洋式化工事

【令和元年度３月補正予算計上】
・令和２年度に小中学校の校内通信ネットワーク整備、無線LAN接続可能範囲の拡大

・産婦健診、新生児聴覚検査、利用者支援事業、産前産後ヘルパー派遣事業、産後ケア事業
　一時預かり事業など
・ひとり親相談員の増員や、新たに児童虐待対応専門員を配置し、こども家庭総合支援拠点事業を開始

・令和２年９月上旬の開館に向けて整備
・整備工事、デジタルコンテンツ作成委託、備品購入など

・小学校英語の教科化・英語活動の必修化に向け、外国人英語指導助手(ＡＬＴ)を１２名配置(２名増員)

・令和４年の早い時期の校舎完成に向けて改築工事等

・創垂館 復原工事等（令和３年度完成予定）

・実施設計等（令和５年中に完成予定）

・入院費助成の対象年齢を拡充（１５歳の年度末　⇒１８歳の年度末）


